
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度 

第 4回インターネット都政モニター 

「薬物乱用に対する意識」 
 

調 査 結 果 



 

  ※ 本報告書では、一部、前回調査（平成 25年 9月実施「薬物乱用防止に対する意識」） 

   との比較を行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
調 査 実 施 の 概 要 

 
 

1 アンケートテーマ  

「薬物乱用に対する意識」 

 

2 アンケート目的  

 薬物乱用対策のさらなる取組の参考とするため、薬物に対する意識や薬物乱用

防止に関する都の施策について、都民の意見を聞く。 

 

3 アンケート期間  

平成 30年 9月 5日（水曜日）から 9月 11日（火曜日）まで 

 

4 アンケート方法  

インターネットを通じて、モニターがアンケート専用ホームページから回答 

を入力する。 

 

5 インターネット都政モニター数  

500 人 

 

6 回答者数 

482 人 

 

7 回答率 

96.4％ 
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薬物乱用に対する意識 
  

1 調 査 項 目   

Ｑ１ 知っている薬物 

Ｑ２ 大麻について知っていること 

Ｑ３ 大麻について見聞きしたことがある誤った情報 

Ｑ４ 薬物を使った場合の心身への影響について知っていること 

Ｑ５ 薬物を使った場合の社会生活への影響について知っていること 

Ｑ６ 薬物を使用している人を見た場合の行動 

Ｑ７ 薬物の使用をやめられない人に対する意識 

Ｑ８ 薬物に関する情報を見聞きする機会 

Ｑ９ 知っている啓発活動 

Ｑ１０ 薬物乱用について知りたいこと 

Ｑ１１ 若者に対する啓発のアプローチとして効果的なもの 

Ｑ１２ 知っている相談窓口 

Ｑ１３ 力を入れてほしい薬物乱用防止対策 

Ｑ１４ 薬物乱用についての自由意見（自由意見） 

 

2 アンケート回答者属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 集計結果は百分率（％）で示し、小数点以下第 2位を四捨五入して算出した。 

そのため、合計が 100.0％にならないものがある。 

※ ｎ（number of cases）は、比率算出の基数であり、100％が何人の回答者に相当するかを示す。 

※ 複数回答方法・・・（MA）＝いくつでも選択、（3MA）＝3つまで選択、（2MA）＝2つまで選択 

送付数 回収数 構成比 回収率

　全　体 500 482 - 96.4

　男　性 250 244 50.6 97.6

　女　性 250 238 49.4 95.2

　10　代 8 7 1.5 87.5

　20　代 61 57 11.8 93.4

　30　代 85 81 16.8 95.3

　40　代 107 103 21.4 96.3

　50　代 76 75 15.6 98.7

　60　代 84 82 17.0 97.6

　70歳以上 79 77 16.0 97.5

　自営業 48 46 9.5 95.8

　常　勤 182 177 36.7 97.3

　パート・アルバイト 54 52 10.8 96.3

　主　婦 110 104 21.6 94.5

　学　生 26 24 5.0 92.3

　無　職 80 79 16.4 98.8

　東京都区部 343 332 68.9 96.8

　東京都市町村部 157 150 31.1 95.5
居住地域別

有
職

無
職

性
別

年
代
別

職
業
別
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東京都は、平成 26年 2月に東京都薬物乱用対策推進計画（平成 25年度改定）を策定し、薬物乱

用防止に向けた指導・取締りの強化、啓発活動の拡大と充実、薬物問題を抱える人への支援に関す

る取組を推進してきました。また、今年度は、推進計画の改定を行い、対策を一層強化することと

しています。 

現在、危険ドラッグについては、街頭店舗はなくなったものの、インターネットや SNSを介した

販売が行われるなど、販売方法が潜在化、巧妙化しています。また、薬物事犯の検挙人員は高止ま

りで推移しており、覚醒剤事犯については再犯者率が 6割を超え、さらに、若い世代の大麻乱用が

増えるなど、依然として深刻な状況です。 

今後の薬物乱用対策のさらなる取組の参考とするため、薬物に対する意識や薬物乱用防止に関す

る都の施策について、都政モニターの皆さまのご意見をお伺いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考１＞東京都薬物乱用対策推進計画（平成 25年度改定） 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kenkou/kenkou_anzen/suishin/keikaku.html 

 

＜参考２＞薬物乱用の基礎的知識 

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/kenkou/kenkou_anzen/stop/kiso/index.html 
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知っている薬物 

Ｑ1 次の中から、乱用されている薬物としてあなたが知っているもの、聞いたことがあ

るものをいくつでも選んでください。 

 

(MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

乱用されている薬物として知っているもの、聞いたことがあるものについて聞いたと

ころ、「覚醒剤」（98.8％）は、ほとんどが知っており、以下、「大麻」（92.3％）は約 9

割、「コカイン」(89.4％)は 9割近く、「ヘロイン」（83.8%）約 8割などと続いている。 

前回調査との参考比較では、上位 3位までは同じで、各項目の割合も概ね同程度であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険ドラッグ（脱法ドラッグ、合法ドラッグなど）

有機溶剤（シンナー、トルエンなど）

ＬＳＤ

マジックマッシュルーム

ＭＤＭＡ

向精神薬

その他

いずれも知らない

ヘロイン

覚醒剤

大麻

コカイン

98.8 

92.3 

89.4 

83.8 

82.8 

68.7 

54.1 

49.6 

47.5 

41.1 

1.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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◎前回調査との参考比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜前回調査 平成 25年 9月実施 「薬物乱用防止に対する意識」＞ 

  ※1 前回調査では「脱法ハーブ、脱法ドラッグ」(86.9％)、「合法ハーブ、合法ドラッグ」(51.1％) 

  ※2 前回調査では選択肢なし 

  ※3 前回調査では選択肢なし 

 

 

 

 

 

 

危険ドラッグ（脱法ドラッ
グ、合法ドラッグなど）

有機溶剤（シンナー、トル
エンなど）

ＬＳＤ

マジックマッシュルーム

ＭＤＭＡ

向精神薬

その他

いずれも知らない

覚醒剤

大麻

コカイン

ヘロイン

98.8 

92.3 

89.4 

83.8 

82.8 

68.7 

54.1 

49.6 

47.5 

41.1 

1.2 

97.7 

97.3 

90.5 

83.3 

64.3 

49.2 

48.3 

45.6 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H30(n=479)

H25(n=474)

※1

※2

※3

0.0
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大麻について知っていること 

Ｑ2  Ｑ1（知っている薬物）で「大麻」を選択した方に伺います。 

   近年、大麻事犯の検挙人員が増加傾向にあります。大麻に関して、次の中からあ

なたが知っているものをいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝445） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

Ｑ1（知っている薬物）で「大麻」を選択した方 445人に、大麻に関して知っているこ

とを聞いたところ、「他の薬物と同様に、有害性や依存性がある」（83.4％）が約 8 割で

最も多く、「使用すると知覚が変化したり、集中力が低下したり、情緒不安定になったり

することがある」（67.0％）が 7 割近く、以下、「長期間使用すると知的機能の低下や、

無動機症候群（何もやる気がしない）、大麻精神病（幻覚、妄想などの症状が出る）を引

き起こすことがある」（63.1％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たとえ医療目的であっても国内での使用は認めら
れていない

他の薬物を使用するきっかけになるおそれが強い

その他

いずれも知らない

マリファナ、ハッパ、クサ、チョコなどと呼ばれてお
り、樹脂や液体など様々な形状のものがある

他の薬物と同様に、有害性や依存性がある

使用すると知覚が変化したり、集中力が低下した
り、情緒不安定になったりすることがある

長期間使用すると知的機能の低下や、無動機症候群
（何もやる気がしない）、大麻精神病（幻覚、妄想など
の症状が出る）を引き起こすことがある

83.4 

67.0 

63.1 

54.4 

50.6 

38.7 

2.5 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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大麻について見聞きしたことがある誤った情報 

Ｑ3 Ｑ1（知っている薬物）で「大麻」を選択した方に伺います。 

  近年、大麻事犯の検挙人員が増加傾向にあり、この原因の１つとして、インター

ネット等で大麻について誤った情報が広まっていることがあります。次の中からあ

なたが見聞きしたことがあるものをいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝445） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

Ｑ1（知っている薬物）で「大麻」を選択した方に、大麻について見聞きしたことがあ

る誤った情報について聞いたところ、「海外では大麻が合法化されている国もあるので

体への害がない」（46.5％）が 5割近くで最も高く、以下、「大麻はタバコより体への悪

影響が少ない」（25.8％）、「大麻には依存性がない」（16.4％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

いずれも見聞きしたことはない

大麻を使用しても脳へのダメージはない

海外では大麻が合法化されている国もあるので体
への害がない

大麻はタバコより体への悪影響が少ない

大麻には依存性がない

46.5 

25.8 

16.4 

11.2 

2.5 

41.3 

0% 20% 40% 60%
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薬物を使った場合の心身への影響について知っていること 

Ｑ4 あなたは薬物を使った場合に、心身に次のような影響があることを知っていますか。

次の中から知っているものをいくつでも選んでください。 
 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物を使った場合の心身への影響について知っていることを聞いたところ、「幻覚、妄

想、興奮などを引き起こす」（95.9％）が最も高く、以下、「使用をやめたくても、自分

の意思ではやめられない状態になってしまう」（87.3％）、「繰り返し使用することで、同

じ量では効果が得られなくなってしまう」（79.5％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳、心臓、肝臓など様々な臓器に対して悪影響を
及ぼす

使用をしばらくやめたとしても、突然、幻覚や妄想
などの症状が再発することがある

その他

いずれも知らない

使用すると身体に変調をきたし、死亡することもあ
る

幻覚、妄想、興奮などを引き起こす

使用をやめたくても、自分の意思ではやめられな
い状態になってしまう

繰り返し使用することで、同じ量では効果が得ら
れなくなってしまう

95.9 

87.3 

79.5 

76.8 

72.4 

62.0 

1.2 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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薬物を使った場合の社会生活への影響について知っていること 

Ｑ5 あなたは薬物を使った場合に、社会生活への影響を及ぼすことがあることを知って

いますか。次の中から知っているものをいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物を使った場合の社会生活への影響で知っているものについて聞いたところ、「警察

に逮捕されたり、職場を解雇されたり、学校を退学させられたりすることがある」（93.4％）

が約 9割で最も高く、以下、「薬物を手に入れるお金欲しさから、借金を重ねたり、犯罪

に手を染めたりたりすることがある」（89.4％）、「薬物使用による心身の異常から、交通

事故や傷害事件などを起こすことがある」（85.9％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

いずれも知らない

人格の変化に伴い家族や友人が離れてしまうこと
がある

警察に逮捕されたり、職場を解雇されたり、学校を
退学させられたりすることがある

薬物を手に入れるお金欲しさから、借金を重ねた
り、犯罪に手を染めたりたりすることがある

薬物使用による心身の異常から、交通事故や傷
害事件などを起こすことがある

93.4 

89.4 

85.9 

77.4 

1.9 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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薬物を使用している人を見た場合の行動 

Ｑ6 家族や友人などあなたの周りの人に薬物を使用している人がいた場合どうします

か。 

 

（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物を使用している人を見た場合の行動について聞いたところ、「行政機関や医療機関、

警察などに相談する」（42.3％）が約 4割で最も高く、以下、「本人に使用しないように

注意する」（21.2％）、「本人に行政機関や医療機関、警察などへの相談を勧める」（20.5％）

などと続いている。 

 

◎参考（前回調査 平成 25年 9月実施 「薬物乱用防止に対する意識」） 

（n＝474） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 属性別(次頁)に見ると、子育て世代でもある 40代では、「本人に使用しないように注

意する」（32.0％）が約 3割で最も高くなっている。 
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薬物を使用している人を見た場合の行動（属性別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体 (ｎ=482)

男　性 (ｎ=244)

女　性 (ｎ=238)

18・19歳 (ｎ=7)

20　代 (ｎ=57)

30　代 (ｎ=81)

40　代 (ｎ=103)

50　代 (ｎ=75)

60　代 (ｎ=82)

70歳以上 (ｎ=77)

自営業 (ｎ=46)

常　勤 (ｎ=177)

パート・アルバ
イト

(ｎ=52)

主　婦 (ｎ=104)

学　生 (ｎ=24)

無　職 (ｎ=79)

区部 (ｎ=332)

市町村部 (ｎ=150)

性

別

年

代

別

職

業

別

居
住
地
域
別

14.3

19.3

22.2

32.0

21.3

15.9

13.0

17.5

17.3

20.4

18.7

20.7

29.9

42.9

42.1

37.0

30.1

52.0

47.6

49.4

28.6

17.5

13.6

13.6

5.3

8.5

6.5

3.5

1.2

1.0

1.3

4.9

1.9

1.3

3.7

1.3

14.3

3.7

1.0

3.7

15.2

27.7

19.2

19.2

20.8

13.9

19.6

19.8

11.5

19.2

20.8

30.4

52.2

36.2

44.2

48.1

41.7

41.8

4.3

10.7

21.2

10.6

12.5

8.9

2.2

2.3

6.5

1.1

3.8

1.9

2.5

2.3

1.0

4.2

2.5

22.9

17.3

19.6

22.7

40.7

46.0

11.1

10.7

1.2

0.7

2.4

2.0

2.1

0.7

21.2

23.4

18.9

20.5

23.0

18.1

42.3

40.2

44.5

11.0

7.4

14.7

1.0

1.6

0.4

2.3

2.0

2.5

1.7

2.5

0.8

本人に使用しない
ように注意する

本人に行政機関や医療
機関、警察などへの相談

を勧める

行政機関や医療機関、

警察などに相談する

身近な人に
相談する

何もし
ない

その他

分か
らない
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薬物の使用をやめられない人に対する意識 

Ｑ7 薬物の使用をやめられない人について、あなたの考えに近いものを次の中からいく

つでも選んでください。 

 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ ダルク（DARC）（Drug Addiction Rehabilitation Center） 

   薬物依存者の薬物依存症からの回復と社会復帰支援を目的とした民間のリハビリテーション施設で

あり、薬物依存症の回復者が中心となって運営されています。 

※ 例えば、自身が使用する目的で覚せい剤を所持した場合は 10年以下の懲役（覚せい剤取締法）、大

麻を所持した場合は 5年以下の懲役（大麻取締法）、などとなっています。 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物の使用をやめられない人に対する意識を聞いたところ、「薬物の使用をやめるため

には、家族や友人などの身近な人の理解や支援が重要である」（72.4％）が約 7割で最も

高く、以下、「薬物の使用をやめるためには、民間支援団体（ダルク、家族会など）の支

援が必要である」（63.7％）、「薬物の使用をやめるためには、行政機関の支援が必要であ

る」（56.2％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬物の使用をやめられないのは、刑罰が軽すぎる
からである

医療機関で治療を受ければ、薬物の使用は容易
にやめられる

その他

わからない

薬物の使用をやめられないのは、本人の意思が
弱いからである

薬物の使用をやめるためには、家族や友人などの
身近な人の理解や支援が重要である

薬物の使用をやめるためには、民間支援団体（ダ
ルク、家族会など）の支援が必要である

薬物の使用をやめるためには、行政機関の支援
が必要である

72.4 

63.7 

56.2 

34.4 

29.3 

9.3 

4.8 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80%
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薬物に関する情報を見聞きする機会 

Ｑ8 あなたがこれまでに薬物についての情報を見聞きした中で、頻度の高いものを３つ

まで選んでください。 

 

（3MA）（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物に関する情報を見聞きする機会について聞いたところ、「テレビ、ラジオ」（81.3％）

が約 8割で最も高く、以下、「新聞、雑誌、本」（63.7％）が約 6割、少し離れて「ポス

ター、パンフレット、リーフレット」（28.0％）が 3割近くなどと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発イベントや街頭キャンペーン

広報紙

講習会（薬物乱用防止教室、セーフティ教室など）

街頭ビジョンや電車内映像モニターの映像

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE、掲示
板、ブログなど）

友人、家族、同僚との会話

その他

いずれも見聞きしたことはない

インターネット上のウェブサイト

テレビ、ラジオ

新聞、雑誌、本

ポスター、パンフレット、リーフレット

81.3 

63.7 

28.0 

19.9 

15.6 

14.9 

9.8 

6.4 

4.6 

3.7 

2.3 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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知っている啓発活動 

Ｑ9 東京都が実施している薬物乱用防止の啓発活動について、あなたが知っているもの

を次の中からいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 6・26 国際麻薬乱用撲滅デー  

1987 年 6 月にウィーンで開催された国連の「国際麻薬会議」において、麻薬の不正需要の防止・削減

方策を国際協力により進めるなどの宣言が採択されたことを記念して、この会議の最終日である 6 月 26

日を「国際麻薬乱用撲滅デー」とする旨決議されました。 

 この決議により、毎年 6 月 26 日は各国において麻薬対策への取組が行われており、わが国では、各

都道府県において、街頭啓発活動などによる「6・26 国際麻薬乱用撲滅デー」の普及運動や国連募金活

動を展開しています。 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物乱用防止の啓発活動で知っているものについて聞いたところ、「ポスター掲示、リ

ーフレット配布」（39.8％）が 4 割近くで最も高く、以下、「中学生による薬物乱用防止

ポスター、標語の作品（作品展、ポスターなど）」（33.6％）、「東京都の広報番組」（21.8%）

などと続いている。 

 

 

 

 

 

街頭ビジョンや電車内映像モニターでの映像放映

東京都のホームページ

薬物専門講師による講習会

薬物乱用防止高校生会議の活動（成果発表会、
リーフレット）

動画投稿サイト（YouTubeなど）やインターネット動
画広告等の啓発動画放映

大学内の無料コピー機の用紙裏面広告

いずれも見聞きしたことがない

啓発イベント（『「6・26国際麻薬撲滅デー」都民の集
い』、「麻薬・覚醒剤乱用防止運動都民(東京)大会」）

ポスター掲示、リーフレット配布

中学生による薬物乱用防止ポスター、標語の作品
（作品展、ポスターなど）

東京都の広報番組

39.8 

33.6 

21.8 

21.0 

19.7 

16.2 

6.2 

5.4 

4.1 

2.3 

25.3 

0% 20% 40% 60%
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薬物乱用について知りたいこと 

Ｑ10 あなたや、あなたの周りの人が薬物に手を出さないように気をつけるために、あ

なたが知りたいと思うことは何ですか。次の中から３つまで選んでください。 

 

（3MA）（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

薬物乱用について知りたいと思うことを聞いたところ、「薬物を乱用した場合の健康被

害」（59.5％）が 6割近くで最も高く、以下、「薬物の販売の手口」（51.2％）、「薬物乱用

が事件、事故に結びついた事例」（39.4％）、などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関や民間支援団体の取組

国や都道府県の薬物乱用対策の取組

法令上の罰則や懲役

意識調査の結果など、社会の薬物乱用に対する
意識の傾向

その他

特にない

行政機関や医療機関、警察などの相談窓口

薬物を乱用した場合の健康被害

薬物の販売の手口

薬物乱用が事件、事故に結びついた事例

59.5 

51.2 

39.4 

32.8 

23.9 

22.0 

17.0 

14.1 

1.7 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%
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若者に対する啓発のアプローチとして効果的なもの 

Ｑ11 若者の心に響き、印象に残る、大麻や危険ドラッグなどに関する啓発として、ど

のような方法が効果的だと思いますか。次の中からいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

若者に対する啓発のアプローチとして効果的なものについて聞いたところ、「地域や学

校などと連携した啓発活動」（55.6％）が 6割近くで最も高く、以下、「啓発用動画など

を活用した学校や職場での講習会」（45.2%）、「テレビ、街頭ビジョン、電車内映像モニ

ター等を活用した映像放映」（42.7％）などと続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SNS（Twitter、Facebook、Instagram、LINE、掲示
板、ブログなど）による情報発信

地域や学校などと連携した啓発活動

啓発用動画などを活用した学校や職場での講習
会

テレビ、街頭ビジョン、電車内映像モニター等を活
用した映像放映

若者が企画に参加する啓発活動

タレントなどを起用した啓発イベント

動画投稿サイト（YouTubeなど）やインターネット動
画広告等の啓発動画放映

新聞、雑誌への啓発広告掲載

その他

わからない

55.6 

45.2 

42.7 

42.3 

39.0 

38.4 

31.1 

30.1 

6.8 

1.7 

0% 20% 40% 60%
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知っている相談窓口 

Ｑ12 あなたは、薬物に関する相談窓口があることを知っていますか。次の中から知っ

ているものをいくつでも選んでください。 

 

（MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】    

薬物に関する相談窓口で知っているものについて聞いたところ、「行政機関の相談窓口

（保健所、精神保健福祉センターなど）」（46.3％）が 5割近くで最も高く、以下、「民間

支援団体の相談窓口（ダルク、家族会など）」（43.4％）、「警察の相談窓口（銃器薬物ホ

ットラインなど）」（36.7％）、「医療機関の相談窓口(薬物依存症外来など)」(29.5％）の

順となっている。 

前回調査と比較すると、行政機関の相談窓口は 2割以上、民間支援団体の相談窓口は 9

割近く、それぞれ増加しており、認知度が上がっている。 

 

◎参考「前回調査との比較」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※前回調査 平成 25年 9月実施 「薬物乱用防止に対する意識」 

 

その他

いずれも知らない

医療機関の相談窓口（薬物依存症外来など）

行政機関の相談窓口（保健所、精神保健福祉セ
ンターなど）

民間支援団体の相談窓口（ダルク、家族会など）

警察の相談窓口（銃器薬物ホットラインなど）

46.3 

43.4 

36.7 

29.5 

0.4 

25.5 

0% 20% 40% 60%

平成30年度調査 (ｎ=482)

平成25年度調査 (ｎ=474)

46.3

37.6

43.4

23.0

36.7

40.3

29.5

24.3

0.4

0.8

25.5

36.5

行政機関の相
談窓口（保健
所、精神保健

福祉センター
など）

民間支援団体
の相談窓口（ダ
ルク、家族会な

ど）

警察の相談
窓口（銃器
薬物ホット

ラインなど）

医療機関

の相談窓

口（薬物

依存症外
来など）

いずれ
も知ら

ない

その他
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力を入れてほしい薬物乱用防止対策 

Ｑ13 薬物乱用を社会からなくすために、あなたが今後特に東京都に力をいれてほしい

と思う対策は何ですか。次の中から３つまで選んでください。 

（3MA)（n＝482） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果の概要】 

 東京都に力を入れてほしい薬物乱用防止対策について聞いたところ、「学校での薬物乱

用防止教育」（62.0%）が約 6割で最も高く、以下、「指導、取締りの強化」（43.2％）、「広

報紙、新聞、テレビ、インターネット、SNS などを活用した啓発活動」（42.1%）などと

続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットなどに有害な薬物情報が掲載され
ないようにする

啓発イベントなどの住民参加型の啓発活動

地域活動団体、民間支援団体などへの支援

リーフレットを作成・配布するなど、家庭への働き
かけ

その他

特になし

薬物依存に関する相談、支援、治療体制の充実

学校での薬物乱用防止教育

指導、取締りの強化

広報紙、新聞、テレビ、インターネット、SNSなどを
活用した啓発活動

62.0 

43.2 

42.1 

35.5 

32.6 

20.3 

19.1 

8.5 

3.1 

0.6 

0% 20% 40% 60% 80%
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薬物乱用についての自由意見（自由意見） 

Ｑ14 薬物乱用について、ご意見を自由にお書きください。 

 

（n＝414） 

 

 (1) 指導・取締りについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 119件 

 (2)  薬物に対する意識や背景について ・・・・・・・・・・・・・  98件 

 (3) 教育の充実について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  82件 

 (4)  啓発活動やＰＲについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・  80件 

 (5)  薬物に関する相談・支援について・・・・・・・・・・・・・・  24件 

 (6)  その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11件 

 

（主なご意見） 

 

(1)  指導・取締りについて ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・119件 

 

○ Twitterなどで、薬物の取引が公然と行われているのが非常に不安です。草やアイスなど

という語や、薬物とみられる画像などは、できるならネット上では規制をしてほしいです。 

                               （女性 20代 調布市） 

○ 薬物の販売者への取り締まりや罰則の強化による、薬物使用の防止対策を強化していた

だきたい。薬物の入手機会がなくなれば、薬物使用の機会は当然なくなるため。 

                              （男性 30代 台東区） 

○ 危険ドラッグなど次から次へと新しいものが出てきて、取り締まりも大変かとは思いま

すが、撲滅に向けて都にはぜひ頑張ってもらいたいと思います。また、薬物の影響で今現

在苦しんでいる方達の助けになるような援助にも力を入れてもらいたいです。 

                               （女性  30代 江東区） 

○ 薬物に触れる機会がありそうな人が、実際に薬物に手を出すことを防ぐためにも、薬物

との接点(出会いの場所やインターネットのウェブサイト)を絶つことに注力していただく

のが、効果的な取り組みかと思う。                 （男性 30代 練馬区） 

○ インターネットなど薬物を入手する手段が増えているそうだが、そのようなサイトの取

り締まりを強化すべきだと思う。               （男性 40代  豊島区） 

○ 薬物を勧誘する側の手口が巧妙化しているのではないかと推察しています。子どもたち

がよく分からないうちにそそのかされて、手を出してしまうことがないか心配しています。 

                                                          （女性  40代  練馬区） 

○ 興味本位で試した薬物がどのくらい恐ろしいもので、社会的に失うものが多いかを、中

高生から教えていく必要があるように感じる。一度手にしたら、引き戻せないくらい強い

ものだということ伝えると同時に、それらが手に入らないようにインターネット等の販売

のルートを絶つよう行政が指導していくべきだと感じている。   （女性  40代  国分寺市） 

○ ネットの普及は次々に新しい購入ルート・製品を生み出し、規制とのいたちごっことな

っている。根本のネットの取り締まりを本格化する必要性を感じる。 

                                  （男性  50代  国分寺市） 

○ 関係する人たちの取締強化と罰則の強化を国と連携し行ってほしい。現に薬物乱用者と

なってしまった者には、回復のための教育を徹底し社会復帰できるような仕組みを構築し
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てほしい。                          （男性 60代 台東区） 

○ 取り締まることは容易ではないが、薬物の入手ルートの根絶（密輸組織、暴力団等）、薬

物乱用者の徹底治療が必要だと思います。そのためには刑罰を重くするのも一つの方法だ

と思います。                                          （男性  70歳以上 多摩市） 

 

 

(2)  薬物に対する意識や背景について ・・・・・・・・・・・・・  98 件 

 

○ 薬物の代わりになる何かがあれば、薬物をやめるきっかけになると思います。薬物を使

えば今の生活や身分を失う可能性がありますが、それでも薬物に手を染める人は、薬物に

よって気分を高めることのほうが大事なのかもしれません。そういう人もいると思います。

そのため、薬物に代わる気分を高められるものを、代替案として人々に広めたらよいので

はないでしょうか。私はスポーツや体を動かすことがこれに当てはまると思います。 

     （女性  20代  江東区） 

○ 昔は、薬物の乱用は外国の話だと思っていましたが、今は芸能人の逮捕などで身近な問

題であることを痛感します。これからの子供たちのために真剣に取り組むべき課題だと思

います。薬物が簡単に手に入ることがおそろしいです。         （女性  30代 調布市） 

○ 薬物乱用は個人の問題ではなく、社会問題であると考えます。私自身を含めて、まだま

だ“自分には関係のない他人事”という思いが強いと感じられますので、社会全体での取

り組みが必要な課題であるとの認識を、多数の人が持つことができるような取り組みに力

を入れて頂くとよいと思います。                            （男性 30代 利島村） 

○ 薬物を得るための情報よりも、薬物による健康への影響に関する情報が先に届き、本人

が薬物乱用を行わないことを選択出来るようにするのが、理想と思います。 

                                        （男性 40代 豊島区） 

○ サイトの存在は知らないがネットを通じて軽い気持ちで購入できることで罪悪感が薄い

のではないだろうか。脱法ドラッグや LSDなど名前から危険性や体に与える重篤な影響な

どが伝わってこない、ともすればお洒落ないし格好いいとさえ思う人もいると思う。また、

芸能人やミュージシャンなどの著名人が逮捕される報道を見ると、その事が薬物との距離

を縮めているのはないかと感じることもある。         （男性  40代 練馬区） 

○ 薬物は自分に関係ないと思うのは間違いです。薬物は身近な所にきっと接点はあると思

います。時には親友がそのきっかけになる時があるかもしれません。ダメなものはきちん

とダメと言える、個人でいたいと思います。そして身近に薬物を乱用している人がいたら、

何かの力添えになれたらいいと思います。乱用＝依存と捉えてもいいと思います。薬物を

やめたいと思っている人の何かのきっかけになる行政の形や仕組みを構築したら、本当に

やめたいと思う人の抑制になると思うのですが。           （男性  50代  足立区） 

○ 薬物乱用の情報は、主にテレビなどのマスコミから得られ、芸能人に関するものが多く、

身近な問題としての認識は薄いです。芸能人の方を見ると、社会的地位などすべてを失っ

てもなかなか止められない、恐ろしいもので、心が折れたときや単なる興味本位など理由

はあるにしても、なぜそれに手を出したのか、という疑問が残ります。そのルートを絶た

ない限り、この問題は続くように感じます。対策としては、薬物乱用による健康障害の実

態や治療風景など、きつい現状をマスコミや広報誌などを活用して明確に知らせるととも

に、罰則を厳しくすることが必要かと思いますし、売人の徹底取り締りもさらに力を入れ

て進めていただければと思います。また、万が一、身近で大変な状況になったときに相談

できる窓口等を周知することも大切かと思います。      （女性  60代  千代田区） 
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○ 未来を担っていただく若者が、安易に１回くらい大丈夫と思ってしまわないように、人

生を棒に振ってしまわないように、大人が見守ってあげないと、と思います。簡単に手に

入らないように、インターネットや若者が集まるような場所の取締りの強化も必要かと思

います。万が一の時には、身近に相談できるところも必要ですが、あっても知らなければ 

ないと同じですから、学校の中での教育の一環としてやっていくことも必要ではないでし

ょうか。                          （女性 60代 青梅市） 

○ 薬物を情報としては知っていますが身近にそういう事が起きていないので本気で考えた

事がありませんでした。東京都が本気で取り組んでくださることは、とても嬉しいです。

今回のテーマを見て、せめて関心を持ちたいと思いました。  （女性  70歳以上  日野市） 

 

 

(3)  教育の充実について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  82 件 

 

○ 私自身、薬物乱用に関する知識を得たのは、学校においての乱用防止教室が高い比率を

占めます。中学生、または高校生の段階で的確な教育（健康被害、犯罪に結びつくなど、

薬物使用の恐怖・デメリットの指導）を施すことで若者の乱用をかなり防ぐことが可能で

はないかと思います。また実際に乱用をしてしまった人に対する支援・周囲の理解を促す

ことも重要でしょう。                                    （男性 20代 中野区） 

○ ひとごと、ではなく「自分の周りにいつでも起こりうること」として、薬物依存をとら

えることが必要かと思います。個人的には、小学生の時の薬物講習会が怖くて印象に残っ

ています。小さい頃から学校や家庭で教えることが重要だと考えます。もし周りに薬物依

存の方がいた場合、抱え込まずに相談できる窓口が、広く周知されると良いと思います。 

                              （女性 20代 清瀬市） 

○ 若年層が興味本意で手を出してしまい、依存に陥ってしまうことがあると見聞きしたこ

とがあるので、学校教育として健康被害、罰則、周りの人間関係の崩壊など、薬物に対し

て興味を持たせないような意識付けがもっと必要であると思う。それも一度だけではなく、

繰り返し行ってより理解を深められるような場があったらいいと思う。 

                                                           （女性  30代 板橋区） 

○ 大人になってから使用するのは、ある程度本人の責任だと思いますが、まったく薬物を

知らない子供達に広まらないように学校で教えるべきだと思う。薬物と明記せずに売って

いる物....痩せるとか、眠くならないとか知らずに手にしてしまわないように教えるべき。

若い時に薬物を使った人にやめられない人が多いと聞きます。子供達が使わないように、

ダルクなどの体験者のお話など講演会を学校で行って、薬物を使ったら人生がめちゃくち

ゃになる体験談、生の声を聞けば、やろうと思うのもストップがかかると思います。 

                                                           （女性  40代 渋谷区） 

○ 若者にはリーフレットや広告掲載よりも、映像が断然効果が高いです。子供が小学生だ

った頃、厚生省のイベントに参加した際、「薬物乱用は、ダメ。絶対」と言うような題名の

短いビデオを見ました（地球くんみたいなマスコットのビデオ）。すると、大人が想像する

以上に、子供たちはショックを受けて、薬物が恐ろしいものだ、絶対に使用してはいけな

いと、今でも深く記憶しています。薬物を使用した場合、こんなに脳がおかしくなって取

り返しがつかなくなる、といった内容が衝撃的だったそうです。早い時点（高学年か中学）

で、学校教育の一環としてあのビデオを見せたら、かなり効果があると思います。小さい

頃の受けた強い印象というのはどこかに残ると思います。     （女性  50代 杉並区） 

○ ダイエットに効くといわれると興味本位で簡単に手を出してしまう人もいると思うと本
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当に恐ろしいです。学校で薬物健康被害の怖さを授業の一環として教えたらいいと思いま

す。                          （女性   60代  江戸川区） 

○ 薬物乱用は、厳しく取り締まる必要があるのは当然であるが、元を断つためには、広く

啓蒙活動を行う必要がある。自主的な民間団体の啓蒙活動も必要であるが、小中学校・高

等学校の授業の一環として、薬物乱用の恐ろしさを教え込むことが必須と思う。 

                              （男性  70歳以上  稲城市） 

 

 

(4)  啓発活動やＰＲについて・・・・・・・・・・・・・・・・・・  80 件 

 

○ これからの未来を担う子供達が薬物による事件に巻き込まれないよう、子供向けの啓蒙

活動を充実させてほしい。                   （女性   20代  杉並区） 

○ 若者が、興味本位でのめり込むのは、目に触れる機会が多いから。ならば、ＳＮＳから

抹消して欲しいと思います。とにかく、かっこいいと勘違いしている若者に、意識改革を

してもらわねば、どうにもならない。ＳＮＳが特に有効だと思う。（女性  20代   狛江市） 

○ 特に若者への啓蒙活動が大事だと思う。かっこいいとか、ダイエットに効くだとか、若

者にとって甘い誘惑でその道に引きずり込もうとする手口があること、どのようなうたい

文句があってもそれらはすべて、依存性の高い違法薬物であること、手を出したらどのよ

うな恐ろしいことになるのか、そういったことを徹底的に周知させなければならない。ま

た、薬物に手を出した人が身近にいたときに、相談できる窓口にどのようなものがあるの

か、いざというとき知っておきたいので、周知徹底してほしい。 （女性  30代  目黒区） 

○ 薬物を手軽に入手できてしまうことも問題かもしれないが、使用した場合にどういうこ

とが起こるかを十分知らないことが一番の問題だと感じる。多少刺激が強くても、現実を

見せることで抑止力になると思う。ポスターやタレントを起用するような従来の啓発は、

印象に残らず全く意味がない。最近はタバコのポスターも刺激の強いものになって来てい

るが、受け入れられていると感じている。薬物も同様に刺激が強く、印象に残るものでよ

いのではないかと思う。                                     （男性 30代 調布市） 

○ 薬物は悪いということはわかるが、正確なところはわかっていない気がする。例えば、

どんな種類があるのか、どんな風に手に入ってしまうのか、薬物を乱用したときの具体的

な状態（テレビドラマなどで見聞きしたイメージくらいしか知らない。）。幸い、周囲に乱

用者を見聞きしたことがないので、想像の世界に留まってしまっている。薬物（乱用）の

知識について、まとまった冊子があるといいかもしれない。   （女性 40代 品川区） 

○ ネットなどの普及により、薬物情報との接点が増え、宅配などの手段で簡単に購入でき

る環境があると感じております。ネットでの情報を取り締まることがまずは先決と思われ

ます。一方、興味本位で利用する若者も多いと思いますので、薬物を使用した場合の最悪

の結果をビジュアル的に見せることが啓蒙には効果的と考えます。言葉では分からない悲

惨な状態を視覚的に体験させることが新たな薬物乱用者を出さない方策と考えます。自ら

この体験をする人は殆どいないと思いますので、中学校・高校・大学などの教育機関に講

習を義務付けることが必要と考えます。                        (男性   60代  調布市） 

○ 特に覚せい剤、ヘロインなどのハードドラッグへ移行が一番の問題点であると思う。そ

の前段階として、違法ドラッグ、大麻などがあり、やはり啓蒙活動が一番重要であると思

う。特に大麻などについてかなり誤った情報が流れており、正しい情報を発信することが

大切であると思う。                                  （男性  70歳以上  江戸川区） 
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(5)  薬物に関する相談・支援について・・・・・・・・・・・・・・  24件 

 

○ これまで仕事上で、実際に薬物乱用されている方と接して支援を行った経験があります。

自身の意思で薬物を絶つことは困難であるため、身近な方の支援や医療サポートが重要で

あると感じています。若年者の薬物使用も少なからず存在するため、小中学、高校からの

啓発活動が必要と考えます。                                （男性 30代 町田市） 

○ 周りに該当する人がいないが、テレビ等の報道で恐ろしさは理解している。簡単に手に

入るとも聞いているので、販売ルートを遮断する事が一番と思っているが、具体的な方法

は分からない。ストレスの多い現在社会では、真の友人も作りにくく、心の病を持つ人が

非常に多いのを感じており、そのような人が楽になるために薬物に走る事が無いように、

相談できるカウンセラーがいる相談窓口が存在する事をもっともっと知らせる事が大切な

のではと思う。                                           （女性  70歳以上  中野区） 

 

 

 


